
ご注文はFAX:075-371-0458 法藏館 〒600-8153 京都市下京区正面通烏丸東入
TEL 075-343-0458 FAX 075-371-0458
http://www.hozokan.co.jp  info@hozokan.co.jp

注文書
（書店名）

ご担当　　　　　　　   様

冊

ご
住
所

お
電
話

お
名
前

法 

藏 

館

法 

藏 

館
二
〇
、〇
〇
〇
円+

税

仏 教 学

楠
　
淳
證
・
後
藤
康
夫 

編

 

貞
慶
撰『
唯
識
論
尋
思
鈔
』の
研
究

　
　
　
　
　「
別
要
」教
理
篇・上

I
S
B
N
9
7
8
-
4
-
8
3
1
8
-
6
3
9
3
-
5
 
C
3
0
1
5

貞じ
ょ
う

慶け
い

撰『
唯ゆ

い

識し
き

論ろ
ん

尋じ
ん

思し

鈔し
ょ
う

』の
研
究
　「
別
要
」教
理
篇
・
上

龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
叢
書
43

楠　

淳
證
・
後
藤
康
夫
﹇
編
﹈

Ａ
５
判
・
上
製
カ
バ
ー
・
一
四
八
四
頁

本
体
二
〇
、〇
〇
〇
円+

税

《
目
次
》

第
一
部　

総　
　

論

第
一
章
　
法
相
教
学
の
相
承
と
展
開

序
　
節
　
は
じ
め
に

第
一
節
　
中
国
に
お
け
る
唯
識
仏
教
の
展
開

第
二
節
　
古
代
・
中
世
法
相
教
学
相
承
史
（
一
）

―
―
論
義
形
成
期
の
唯
識
学
匠（
奈
良
時
代

篇
）
―
―

第
三
節
　
法
相
宗
に
お
け
る
論
義
法
会

第
二
章
　
貞
慶
撰
『
唯
識
論
尋
思
鈔
』
の
編

述
・
諸
本
・
構
成

序
　
節
　
論
義
抄
の
成
立

第
一
節
　
蔵
俊
撰
『
菩
提
院
鈔
』
の
撰
述

第
二
節
　『
唯
識
論
尋
思
鈔
』
の
編
述

第
三
節
　『
唯
識
論
尋
思
鈔
』
の
諸
本

第
四
節
　『
唯
識
論
尋
思
鈔
』
の
構
成

第
二
部　
『
唯
識
論
尋
思
鈔
』（
別
要
）
の
翻
刻

読
解
研
究

第
一
章
　
種 

姓 

段
（
論
第
一
巻
）

第
二
章
　
縁 

起 

段
（
論
第
一
巻
）

第
三
章
　
総
標
段
・
賢
聖
段
（
論
第
一
巻
）

第
四
章
　
教 

体 

段
（
論
第
一
巻
）

《
執
筆
者
》

　
小
野
嶋
祥
雄
、
魏
藝
、
楠
淳
證
、
間
中
定

潤
、
後
藤
康
夫
、
髙
次
喜
勝
、
西
山
良
慶
、

蜷
川
祥
美
、
舩
田
淳
一
、
村
上
明
也
、
吉

田
慈
順

【編者略歴】
◉楠　淳證―1956 年生まれ。兵庫県出身。龍谷大学文学部仏教学科卒業、龍谷大学大学院文学研究科
博士後期課程（仏教学専攻）単位取得満期退学の後、龍谷大学専任講師、助教授を経て、現在、龍谷
大学文学部教授、龍谷大学世界仏教文化研究センター基礎研究部門長、浄土真宗本願寺派司教、兵庫
県豊岡市出石町福成寺住職。博士（文学）。専門は仏教学、特に唯識教学。

◉後藤康夫―1959 年生まれ、大阪府出身。龍谷大学文学部仏教学科卒業、龍谷大学大学院文学研究科
博士後期課程単位取得満期退学。龍谷大学非常勤講師、種智院大学非常勤講師などを経て、現在、龍
谷大学世界仏教文化研究センター客員研究員、岐阜聖徳学園大学仏教文化研究所客員研究員、大阪府
地蔵寺住職。修士（文学）。専門は仏教学、特に唯識学・因明学。
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